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幼小連携における接続の問題

カ リキュラムの接続を実現す る方法一

石 井 英 真

1,は じめ に

本稿 で は、幼 小連 携の実 践事 例の 分析 を通 して、幼

小 にお けるカ リキュ ラム の接続 の方 法 を探 る。 幼小連

携 は、古 くて新 しい課題 で あ る1。近 い ところでは、1971

年の 中央教 育審 議会 の 「幼児 学校 構想 」、その後 の小学

校低 学年 での 「生活 科」新 設 な どにおい て幼小 連携 の

課題 が意識 され てい る。 さ らに、幼稚 園教 育 と小学校

教育 との 関係 を問 う課 題意識 自体は 、近代 学校 が誕生

した 明治初期 にすで に見出 す こ とが で きる。 当時は、

「連 携」 とい う言葉 は使 われ ては いな い もの の、 「連

絡」 とい う言葉 でそれ は議論 され てい た。 また 、 日本

最初 の幼 児教 育施設 であ る東 京女 子師範 学校(後 に東

京女子 高等師 範学校 、 現お茶 の水 女子大 学)附 属幼 稚

園では 、1880年(明 治13年)～1886年(明 治19年)

に、附属 小学校1年 級 と幼 稚園 最上 級 をま とめ、幼稚

園修 了児 を小 学校2年 級 に入学 させ るこ とも試 され て

いた。

だが、 近年 の幼小 連携 に向 けた取 り組 み の直接的 な

契機 とな っ てい るのは 、2001年 の 「幼児 教育 振興 プ ロ

グラ ム」 の策 定 で あ る。 同プ ログ ラム は2001～2005

年度 まで の5ヵ 年計 画 であ り、 幼稚園 の教 育環境 の整

備 、子 育 て支援 の充 実 に加 え、 幼小連 携 、幼稚 園 と保

育所 の連携 の推進 が盛 り込 まれ てい る。 さ らに文部科

学省 は、2∞1年 か ら 「幼 ・小 連携 に関 す る総 合的 調査

研究」 を実施 し、教 員の合 同研修 、教 育活 動へ の相互

参加 、免許 併有 のた めの集 中講 義、幼 小 での合 同行事 ・

活動 の実施 、生活 科 ・総 合学習 を活 用 した異年 齢交 流、

保護者 間の交 流 を具体 的な研 究 内容 と して挙 げ てい る。

これ らの政 策に よ り、 幼小連 携 は附属 学校 園 な どの研

究学校 だけ でな く、一般 の公 立学校 ・幼 稚園 で も、組

織 的 に取 り組 まれ 始 めて い る。

こ うした政 策的 背景 に加 え、近年 、幼 小連 携 が重 要

視 され る背 景 と して、 い わゆ る 「小1プ ロブ レム」 の

問題 を指 摘 で きる。 す なわ ち、幼 稚園や保 育 所か ら上

が って きた小 学1年 生 が、小 学校 生活 にな じめず に授

業 中 に騒 い だ り、動 き回 った りす る事態(低 学年 にお

け る 「学 級崩 壊」)が 、1990年 代 半ばか ら顕著 に見 ら

れ るよ うに な った ので あ る。 この 事態 に対 し、小学校

側 では、 幼稚 園の 「自由保育 」や家 庭の しつ け にそ の

原 因を求 め る考え方 が根 強い。 結果 、幼小 の 間 に上 下

の感 覚 が生 まれ、幼 稚園 に対 し小 学校へ の準備 教育 を

求 め る動 き に もつ な が っ てい る。

その一 方で 、 「小1プ ロブ レム」 を、幼 稚園 教育 と

小学校 教育 との間の 、教育 方法や 学校 文化 にお け る「段

差」 の大 き さに起 因す る問題 と捉 え、幼稚 園側 と小 学

校側 の双方 が各 々の教 育活 動 を再考 しよ うとす る動 き

も広が りつ つ ある。 そ こで問題 に され るの は、幼稚 園

と して完成 した子 どもをっ く り出そ うとす る幼稚園側

の意識 、幼稚 園教 育 の成 果 に 目を向 けず 子 どもを白紙

と して扱 お うとす る小 学校側 の意 識 、そ して、幼稚 園

と小学校 との間 の情報 交換や 相互 理解 のな さで ある。

この よ うな捉 え方 は、幼 小連携 を、 「小1プ ロブ レム」

とい う特 定 の問題 の解 決 の手 段 と して では な く、 「各

年齢 の子 どもの発 達 に即 した 一貫 した見 通 しを もった

指 導 の構 築」2の 契機 と して位 置 づ け る もので あ る。

以 上 の よ うな背景 の も とで 、附属 学校園 や文 部科学

省 の研 究 開発指 定校 な どを中心 に、 幼小連携 の 取 り組

み が全国 的に様 々な形 で 展開 され てい る。 そ して、そ

うした幼 小連携 の取 り組 みの 多様性 を整理 す る試み も

な され て い る。 た とえば 、小谷 宜路 は、幼 小連携 に向

けての教 育現場 の研究 を、幼児 と児 童 との交 流活 動 と、

それ を通 じて の教師 間の相 互理解 の促進 、 幼小 で一 貫

性 を持 たせ た教 育課程 の 開発(幼 小 を貫 く教 育課程 の

柱 や領 域 の考案)、 そ して、そ の他 の研究(幼 小 の間で
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の授 業参観 や話 し合 いの場 の充 実 に よる教 師 間の相互

理解 の促進 な ど)の 三つ に分類 してい る3。また、平井

貴美 代 は、幼小 連携 の先進 事例 にお け る実 践方 法 と し

て、 幼児 ・児童 の交流 、学 校種 間の ギ ャ ップの緩 和 、

幼小 連携 のカ リキ ュラム創 造(5歳 児 と小学1年 生 を

っ な ぐカ リキ ュ ラム の工夫)の 三つ を挙 げ てい る4。両

者 と も、基本 的 には、幼 小の連 続性 を実 現す る方 法 を、

交流 活動 とカ リキュ ラム開発 の 二つ に大別 して捉 え る

構 図 にな ってい る。 そ して 、交流 活動 か らカ リキュ ラ

ム 開発 へ とい う実 践 の展 開 を示唆 して い る5。

幼 小連 携 の実 践 を交流 活 動 に倭 小 化せ ず 、 「連携 」

概 念 の本 質 的な 可能 性 を追求 すべ し と説 くのが酒 井朗

らで あ る6。酒 井 らは、彼 ら自身 が携 わ った、お茶 の水

女子大 学子 ども発 達教育 研究 セ ンター に よる幼小連 携

の実施 状況 に関す る全 国調 査 の結果 をふま えな が ら、

「連 携 」 とい う概念 を 、 「交 流」(幼 小 の関係 者 が一 緒

に活 動 した り、話 し合 った りす る こ と)と 「接続 」(教

育活 動 のシ ステ ムや 考 え方 を接 続 させ る こ と)の 二つ

の概 念 に区別 して捉 え る。 そ して 、幼小連 携 の具体 的

活 動 の多 くは交 流 であ り、接続 の概 念 は未 だ 理念的 な

もの に とどまっ てい る事 実 を指 摘す る。 交流 が子 ども

や教 師 の活 動 を指す概 念 で あるの に対 して、接 続 は実

践 の方 向性 を指 す概念 で あ り、 き わめ て抽 象 的 に しか

定義 できない。 結果 、接続 を実 践 の レベル で具 体化す

る方 法 につい ては実践 的蓄 積 が乏 しい。 そ こで酒井 ら

の 関わ るお茶 の水女子 大学 附属小 学校 ・附 属幼 稚園 の

幼小 連携実 践 では、 カ リキ ュラムの接 続 の具体 的方策

を探 るべ くア クシ ョン ・リサー チ を 展開 してい る。

「交流」 に対 して 「接続Jを 対 置 し、後者 に焦点化

した 取 り組 み を推奨す る酒 井 らの主 張は、 目指 す方 向

性 におい ては妥 当な もの であ る。だが 、 「交流 」と 「接

続」 とを二項対 立的 に捉 え るの は有効 とはい えない。

問題 とすべ きは、幼小連 携 にお いて交 流活 動 が 自己 目

的化 しがちで あ り、 その結 果、交 流活 動 自体 が一緒 に

何 か活動す るだ けの表 層的 な もの にな りがち であ る点

で あ ろ う。現 在 広 く実践 され ている交 流活動 を 、接 続、

特 にカ リキュ ラムの接続 にっな が る ものへ と再構 成す

る、 とい う発 想 も必要 だ と考 える。 また、酒 井 ら、そ

して、小谷 、平 井 にお い て も、幼 小連 携 の動 向分析 に

つ いて は、全体 的傾 向を素 描す る に とどまっ てい る。

た とえば、接 続 に 向けた実 践事例 も少 数な が ら存 在 し、

そ こで は特徴 あ る取 り組 み がな され て い る。 だ が、そ

れ ら個別 の実 践事例 を取 り上 げ、 そ こか ら具 体的 な方

策 を抽 出す る作業 は十分 にな され てい る とはい えない。

そ こで本 稿 では 、幼小連 携 の実践 事例 の 中か らい く

つ かの典型 事例 を取 り上 げて 分析 を加 え るこ とで、 カ

リキュ ラム レベ ル での接続 の具 体的 方策 を抽 出す るこ

とを 目的 とす る。 本 稿で は、 カ リキュ ラムの接 続 に向

けての実 践課題 を、 下記 の三つ の視 点で捉 える。す な

わ ち、交流活 動 をカ リキュ ラムの接続 につ な げてい く

には ど うす れ ばよい のか 、幼小 をな め らかに接 続す る

には ど うすれ ばよい のか 、幼小 にお け るカ リキ ュラム

の一貫 性 を実現す るには どの よ うな領 域設 定 をすれ ば

よいのか。そ して、各視 点 ご とに典型事例 を取 り上げ 、

そ こか ら各 視 点 に関 す る実 践的 示 唆 を抽 出す る。

2.交 流 活 動 を通 した カ リキ ュ ラムの 生成

「は じめに」 で見 た よ うに、 カ リキュ ラムの接続 を

実現す る方法 の一 つ として、現 時点 で幼 小連 携 実践の

主流 をなす交 流活 動 のあ り方 を見直す こ とが考 え られ

るだ ろ う。 そ こで 示唆 的な のは 、東 京都 中央 区立有馬

幼 稚園 ・小 学校 の取 り組 みで あ る7。文部 科学省 の研 究

開発学校 の指 定(「幼 稚 園 と小 学校 の連携 を視 野 に入 れ

た教育課 程の研 究」 とい うテー マで、1999～2001年 度

の3年 間)を 受 け て出発 した 同校 園の連 携 は、研究 開

発 の指 定を受 けた のが幼稚 園 だ けだ った こ ともあ り、

幼稚 園 が主体 とな り小学校 側 に協力 して もら う形 で実

践 され た。 同校 園 の連携 は、 従来行 ってき た実践 の中

か ら幼小 の連携 に 関わ る内容 を洗 い出 し、 その内容 を

問い直す ことか ら始 め られ た。 そ の中で 幼小 の教育 目

標 に一貫性 ・連続 性 を もたせ るべ く、 「個性 と社 会性 が

調 和 して育つ有 馬 の子」 とい う目指 す子 ども像 が設 定

され た。 そ こで重視 され てい たの は、幼児 が身 近な 地

域社 会 と出会 い様 々な体験 を積 み重 ねて い くこ とで あ

った。

同園 では、幼児 の身 近 な社会 を 「あ りまフ ィール ド」

と名 づ け、保 育 の 中で意 図的 ・計画 的に 出会 いの機会

を設 定す る こ とで、 幼児 の遊 びや くら しを充実 させ る

取 り組み がな された。そ して、 「有馬 フ ィール ド」で の

体験(出 会 い)の 中身 を吟 味す る視点 と して、 「くら し」

(幼児 に とっ て実 生活 に密 着 した 体験)、 「社 会 」(幼

児 に とって身近 な地 域や そ こに暮 らす人 々 とのかか わ
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り)、 「文 化 」(幼 児

が あ こがれ を感 じる

専 門家や アマ チ ュア

(小学生 を含 む)の

表現 活動 や地域 の伝

統 文 化 に ふ れ る 体

験)の 三っ の視 点(ス

コー プ)が 考案 され

た。

幼児 に とっての よ

りよい出会 い を組 織

す る上 で中心的 な役

割 を果 た した のが、

小学校 の子 どもた ち

との交流活 動 であ っ

た。幼 小連 携 の研 究

を開始 す る以前 か ら、

交流活 動 はな されて

い た。 しか し、それ

は、た とえば、 「お正

月遊び 」 とい う生 活

科 の単元 のま とめ と

して、幼児 を対象 に

活動す るな どの イベ

ン ト的な もの であ っ

た。 また、5歳 児 と

低学年 の交 流で あ っ

て、低 学年 が5歳 児

に教 えて あげ る とい

う一方 向的 な関係 に

な りがちで あ った。

研究2年 目、 こ う し

た交流 活動 の あ り方

が問い直 され るこ と

にな った。

「低 学年 」 とい う枠 を外 して幼 稚園 と小学 校 の生 活

を振 り返 った とき、秋 に4、5歳 児 が中央 区 の施 設 の柏

学 園に芋掘 り遠 足 に行 くこ と、 そ して、 その芋 が5月

の宿 泊学習 の時 に小学校4年 生 が苗植 え を した もので

あるこ とが浮 かび あがっ てきた。 それ ま で別 々 の活 動

として実践 され て きた二つ の活動 を結 びつ け るこ とで、

意味 あ る出会 いが生 まれ るのでは ない か。 こ うした期

待か ら、4年 生 と5歳 児 の芋掘 りを中心 に した交流活

動 が計 画 され た。

幼稚 園側 の立て た当初 の計画 は 、お芋 の苗 を植 えて

きて下 さい と5歳 児 が4年 生 に頼 み に行 き、秋 には、

苗 を植 え て くれ たお 礼 の気 持 ちを 、収穫 したお 芋を使

って表そ うとい うもの であ った。このプ ラン に対 し、4
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年 生 の担任 か らは、お 願 いに来 て終 わ りにせず 、苗植

えの様子 を教 えて あげ るのは ど うか な ど、交流 を4年

生 の子 どもた ちに とって積 極的 な学 びの機 会 に してい

くた めのアイデ アが 出 され た。 そ して、実 際の活 動 に

お いては 、次の よ うな学び が展 開 され た。4年 生 に苗

植 えのお願 いに行 く活 動 を通 じて、5歳 児 は、幼 稚園

のみ ん なのため に行動 した とい う年長 と しての 喜び を

感 じ、一方 、4年 生は 、苗植 え活 動 におい て、幼 稚園

児 の た めに とい う目的意 識 ・相手 意識 を持つ よ うにな

った。また、苗植 えの様 子 を教 えて も ら う活 動 では、4

年 生 が柏学園 内の話 、学 園 にいた 虫の話 、苗植 えの話

な どをま とめた紙芝居 を上演 した。 紙 芝居 のそれ ぞれ

の話 の中 には、三択 クイ ズ が盛 り込 まれ てお り、特 に

虫の紙 芝居 とクイ ズでは5歳 児 と4年 生 との 間 で活発

なや り とりが展 開 され た。 「虫の こ とは何 で も得 意 だ

も～ ん」 と言 ってい た幼児 が クイ ズの答 えに感 心す る

場 面 な どか らは、 この活動 が、 幼児 の世 界 を広 げ る機

会 となっていた ことがわ か る。 また この活 動 は、4年

生 に とっては、5歳 児 に伝 え る とい う目的 を もって 、

柏学 園 での体験 を振 り返 る ことで、各 自が興味 を持 っ

た 内容 を学び深 め る機 会 とな った。 そ して、 こ う した

交流 で顔 見知 りとな った子 どもた ちは、休 み時 間な ど

にも 自主 的に交 わ るよ うに な って い った。

この よ うに、 芋掘 りを 中心 と した交 流活 動は 、 当初

の意 図 を越 えて新 たな交 流 の場面 を生 み出 して い った。

そ う した実 際の交 流の流 れ を可視化 したの が、図1で

あ る。研 究3年 目の年 には、幼小 の教師 た ちが共 同で、

前年 の交流 の流れ を振 り返 りなが ら、 その 内容や 時期

を さ らに吟 味 し、芋掘 りを 中心 と した よ りダイ ナ ミッ

クな 交流活動 が展 開 され るこ ととな った。た とえば、

交 流活 動 の予 告 を した りす るこ とで、5歳 児 と4年 生

とをっ な ぐ 「な か よ しボー ド君」 を設 置す る、5歳 児

と4年 生 が1対1で 関 わ りを持て る よ う担 当 を決 め る

な どの工夫 が意識 的に な され た。 また 、実際 の活 動の

中で 、4年 生 か ら5歳 児 に遊 びの お誘 いが来 た り、逆

に、5歳 児が4年 生にペ ー プサー トを見せ に行 った り

す る交 流 が 自然 と生 まれ て きた。

以 上の よ うに 、有馬幼稚 園 ・小学 校 では、 幼稚 園児

と小 学生 の両者 に とって意味 あ る(互 恵 的 な)経 験 を

準 備 す るとい う観 点か ら、交 流の 主体 、時期 、方法 が

考 え られ てい る。 またそ れ は、そ の場 で終 わ る交 流で

な く、交 流前 ・後 の発展 が ある交流 と して構想 され て

お り、一 っの 出会い が次 の出 会いへ つ なが ってい くプ

ロジ ェク ト学習 と して実 践 され て い る。 さらに、 こ う

した生成 的な過程 は物語 り的 な表現 で丁寧 に記 録 され

て お り、 その記録 な どをも とに、子 どもた ちの出会 い

の過程 や活 動間 のつ なが りを整 理 し図に表 した りす る

こ とで、 カ リキュ ラムが形 づ くられ てい る(学 びの履

歴 として のカ リキ ュラム)。同校 園 の取 り組 み は、異年

齢集団 の 出会 い が生 み出す新 た な互恵 的 な学び の機 会 、

つ ま り、幼小 に よ る輪切 りの構 造を超 えた 学び の機 会

を、幼 小それ ぞれ のカ リキュ ラムの 中に位 置づ けてい

くもの とい え よ う。

3.幼 小 の なめ らか な接続

前章 で見た交 流活 動 は、幼 小 の学校文 化 の 日常的な

再構 成 を図 る具 体的 な結 び 目 となる可能性 を持 っ一 方

で、基本 的 には、個 々の学習 活動 の レベ ル での部分 的

な接続 に とどま ってい る。 これ に対 し、 幼小 の接続 面

に着 目 し、そ こを全 体 として つ ないでい く取 り組み も

な され てい る。 お茶 の水 女子大 学附 属幼稚 園 ・小学校

の 取 り組 みがそ れ であ る8。この実践 は、有 馬幼 稚園 同

様 、文部 科学省 の研 究 開発指 定(2001～2003年 度)を

受 けた 中での取 り組 みで あ る。 同校 園で は、望 ま しい

子 どもの 姿を 「人や もの ・事象 と関 わ って、 よ りよい

自分 を求 め、 とも に生 きる子 ども」 と設 定 し、幼小9

年 間で育 てたい資 質 ・能力 を、 「共 にい るこ とを意識す

る」(「 い っ しょにい るこ とを感 じる」(幼 稚園)に 始

ま り、 「よ さを認 め 自分 を高 めよ うとす る、責任 を果 た

そ うとす る」(5・6年)に 至 る)、 「気づ く」(「 じっ く

りみ る、や ってみ る」に始 ま り、 「追究す る、選択 す る、

判 断す る」 に至 る)、 「か らだが 動 く」(「 ふ れ てみ る、

楽 しくな る、まね てみ る」に始 ま り、 「自分 を制御 す る、

響 き合 い調 和す る」 に至 る)の3項 目で整 理 した。

こ うして9年 間の 見通 しを明確 にす る と ともに、幼

稚 園 と小学校 双方 の教 育 目的の違 いや独 自性 を大 事 に

しつつ 、子 ど もの発 達 を考 慮 しなが ら、な め らかに接

続 す るカ リキ ュラム をつ くるべ く、同校 園 では 、 「接続

期 」を設 定 した。 「接 続期 」とは、幼稚 園年長 後期 か ら

1年 生1学 期 ま でをひ とま とま りの時期 と して捉 え、

幼 稚園 と小学校 との段差 におい て生 じる固 有の発 達課

題 へ の丁寧 な対応 を図 るもので あ る。同校 園 で は、 「接
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続 期 」 を前 期、 中期 、後期 の三つ の時期 に区別 す るこ

とで、 きめ細 かい指 導 となめ らかな移 行 を実現 しよ う

とす る。 以 下 、各 期 の特 徴 を順 に 見て い く。

ま ず接続 前期(5歳 児io月 ～3月)で は 、一人 ひ と

りの活 動 の充実 が、 なかま で一緒 に行 う体 験 を通 して

の学 びにつ なが り、 なか までの体 験の積 み 重ね が一人

ひ と りの学 びに活 きて くるよ うな活動 内容 、環塊 の構

成 、教 師の働 き かけが重視 され る。 子 ども一 人ひ と り

の個性 的な 学び の リズムに 寄 り添 う幼稚 園 に対 して、

小学校側 か らは、 そ うした個 々 の学び が友 だち との間

で どの よ うに伝 わ りあい、 クラ ス全 体 と して何が共 有

され てい るのか とい った問 いが投 げか け られ た。他 方、

幼稚 園側 は 、5歳 児 が持 っ てい る力を存 分 に発揮す る

こ とや、 気 のあ った友 だち関係 に閉 じず に子 ども同士

の関わ りが広 が るこ とを願 ってい た。 この 両者 の要 望

や願 い を受 けて、仲 間 と一緒 に生活 す る こ とが接続 前

期 で重視 され る こ ととなった。 具体 的 には、 ク ラスを

超 えて設 定 され た グルー プで お弁 当を一緒 に食 べ るな

どの グル ー プ活 動 を導入 した り、一 人ひ と りの取 り組

みを仲間 と共有 す るた めの時 間 と空 間 を確 保 した り、

子 どもの発 想 をつな ぐ働 きか けを工夫 した りしてい る。

次 に接続 中期(小 学校1年 生4月 ～GW明 け)に は 、

幼稚 園の生 活 の流れ に近い形 での活動 内容 や 時間枠 の

工夫 と小学校 生活 の導 入が 重視 され る。この時期 には 、

入学 に伴 う期待 と不 安 を受 け止 め、個 々人 の経 験や発

達 の多様性 を考 慮 し、園 で年 長組 と して振 る舞 ってい

た時 の 自立性 や 生活力 を生 かす こ とで、入 学 に伴 う困

難 を緩 和 す るこ とが 目指 され る。 た とえば 、登校 後や

下校 時の準 備な ど、幼 稚園 時代 の生活 と共 通す る場面

が大切 に扱 われ 、そ こでは 、 「幼稚 園や 保育 園で は、登

園 した ら どんな こ とを した のか な」 とい う具合 に、園

時代 の経験 を想起 させ る声 か けがな され る。 また、休

み時 間の 鬼 ごっこ とい う、 子 どもた ちの 日常場 面を教

師が取 り上 げ、何 人 の友だ ち と遊 んだ か を考 える こと

で、数 や形 を表 す言葉 を導 入 してい くな ど、子 どもた

ちの主体的 な活動 を拡 張 してい くこと も大切 に され る。

さらに、教 室の座 席 を少 し後 ろ に下げ 、黒板 前 にみん

なで集 まれ る空 間 をつ くる ととも に、 教室横 のスペー

スを、材料 コー ナー 、広場 、本 コーナ ー と 目的別 に分

けるこ とで、一人 ひ と りの学 びの場(座 席)、 み んなで

学び合 う場(教 室 前 の空間)、 自分 の興 味が満 た され安

心 でき る場(教 室横 の 空 間)と い う多様 な教室 空間が

準備 され る。1日 に1～3っ くらい の活 動 にゆ っ くり取

り組 む とい うゆ るや か な時 間枠 も 、この時期 の特徴 で

ある。

最後 に接 続後 期(小 学校1年 生GW明 け～7月)に

は、 生活 か ら取 り出 した形 で、学 習 分野 に即 して指 導

がな され始 める。 徐 々 に小学校 生 活 に慣 れ てい くにつ

れて 、緊張感 もやわ らぎ、 自分 ら しさを発 揮 す る子 ど

もも増 え て くる。また、先 の見通 しを持つ よ うに な り、

学校 での楽 しい経 験 を繰 り返 した い と願 った り、新 し

い こ とに挑 戦 しよ うと思 った りす る よ うにな る。 こ う

した子 どもの実 態 に合 わせ て 、接続 後期 には 、生活 か

らの学 び を生 か しな が ら、学習 分野 のね らい を取 り入

れ てい くこ とが積 極 的に な され 始 め る。 た とえば、ジ

ャガ イモ 掘 りの実体 験 か ら、 「どの ジャガ イモ が重 い

んだ ろ う」 と算数 の学 習 につな げて いった り、 そ う し

た活 動 を時 間割 として位 置づ け てい った りす る。 また

この時期 に は、協働 す る学び を取 り入れて い くこ とも

な され は じめ る。接 続 中期 には、 ず っ と同 じグルー プ

で学習 を続 けて きた。 これ に対 し、接続 後期 に は、 自

分 のや りたい ことに じっ く り取 り組 む活動 の 中で、同

じ課 題 を選 んだ者 ど うしで新 たな グルー プ を作 り、協

働 的に学 ぶ取 り組 みが始 ま る。 これ らと併 行 して、子

ども同士 が黒板 の前 で近 い距離 でや り取 りす るのでな

く、座 席 の位 置でや り取 りす るよ うに促 してい った り、

クラス担任 以 外の教 師へ の関 わ りをっ くってい った り

す る よ うに もな る。

同校 園 では 、幼 稚園 の カ リキ ュ ラム(「 遊 び 」 とい

う総 合的 な活 動を環境 の構 成 によ り間接的 に指導 して

い く)と 、小学 校の カ リキュ ラム(教 科内容 ご とに組

織 された 「学 び」 を教材 を用い て直接 的に指 導 してい

く)と を、生活 科 な どを通 して 、部分 的に点 で接続 さ

せ るので な く、教育 内容 はもち ろん、教 師の指 導観 、

空間 や時 間の構成 にわた って全体的 に面で接続 させ よ

うとして い る。 しか も、 その接続 面 を分析 的 に段階的

にき め細 か くつ ない で い る点 も示 唆 的 であ る。

4.カ リキ ュ ラム領域 の再構 成

前 章の実 践 が 目指す 目的 、すな わち、幼 小の カ リキ

ュラム全体 をつ な ぐ とい う目的を真 に達す る には、接

続面 のみ に着 目す るので な く、幼小双 方 にお け るカ リ
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キ ュラム領域 の再考 も

な され るべ きで あろ う。

そ うした幼小 にお け る

カ リキュ ラムの一貫性

を実 現す るた めの領域

設 定 の工夫は 、先 に取

り上 げた 二つ の事例 に

お いて も見 られ る。幼

小9年 間 で学校 生活全

体 を通 して実現 すべ き

包 括 的子 ども像 を設定

し、 そ うした学 習 ・生

活 経験 の 中身 を捉 え る

視 点 として 、 「くら し」

「社 会 」 「文 化 」 や 、

「共 にい るこ とを意 識

す る」 「気づ く」 「か ら

だ が動 く」 な どの項 目

が設 定 され ていた。 だ

が 、 そこで の教 師 たち

の 目は、人や社 会 との

関 わ り方 、い わば生活

力 の変化 に向 かいが ち

で あ り、上 記 の視点 と

教科 の学習活 動 との 関

係 な どは 明確 で ない。

これ に対 し、 た とえ

ば、 滋賀大学 教 育学部

附 属 幼 稚 園(2000～

2002年 度 に研 究 開発指 定 を受 ける)で は、幼稚 園 が過

去 の 研 究で 明 らか に した 「学び の過 程 」(心 が 動 く→

や っ てみ る→ な るほ ど とわか る→ く り返す → や っぱ

りと納得す る→次 の生活 に生 か してい く)を 根 底 に置

きな が ら、幼稚 園 か ら中学校 までの12年 間の学 び を貫

く視 点 と して、 「表現」(内 か ら湧 き起 こる 「表 した い」

思 い が表 出す る)、 「思 考 」(思 考 の 引 き出 しの 中身 を

太 らせ てい く)、 「情報 ・コ ミュニケ ー シ ョン」(よ りよ

い 人 間関係 づ く りや相手 を意 識 した情報 のや りと りを

通 して思 い を伝 え合 う)、 「ヒューマ ンライ フ」(生 き

方 をっ くった り生活 をっ くった りす る)の4領 域 を設

定 してい る9。そ して、特 に 「表現 」 「思 考」 の領 域 に

おい て、幼 稚園 で も小学校 の教 科学 習の基 礎 とな る経

験 が意識的 に組織 されて い る。 た とえば、 お話 の読み

聞 かせ の 中 で 話 の続 き をイ メー ジす る よ う促 した り

(表現)、カル タや双 六で遊 ぶ 中で文字 や数 に触れ させ

た り(思 考)と い った具 合 に。

幼稚 園 、小 学校 、 中学校12ヵ 年 の学 習領域 の分化

の過程 とカ リキュ ラム全体 の一 貫性 を明示 して いるの

は、神 戸 大学 発達 科 学部 附属 明石校 園 で あ る10。同校

園は 、及川平 治 の動 的教育論 で有 名 な、明 石女子 師範

附属幼稚 園 ・小学 校 を前身 と し、戦後 新教 育期 には 「明

石プ ラン」 を生 み出 した とい う歴 史 を持 つ。 ゆえに同

校 園 では、長 年 にわ た り総合 学習 を軸 に したカ リキュ

ラム を実施 して お り、そ うした基盤 の上 に、1993～1995
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年度 、文 部省 か ら 「小学校 及 び中学校 にお ける教育 の

連携 を深 める教育課 程 の研 究 開発」 の指 定 を受 けて 、

幼 ・小 ・中12ヵ 年 の教育課 程 の開発 がな され たので あ

った。 そ の成 果 が図2で あ る。

同校園 では 、12ヵ 年 で 目指す べ き能 力 を 「自己形成

力」 と名 づけ 、子 どもが働 きか け る学 習対 象(環 境 ・

自己 ・文化)を 、社 会及 び教育 の現代 的 な課題 とい う

視点 で整理 ・統 合す る こ とで、 下記 の4つ の学習領 域

を設 定 した。 す なわ ち、 「身 体健康 領域 」(自 分 の身体

を知 り健 康増 進 を図 る ととも に身 体操 作能 力 を身 にっ

け る)、 「心 の表 現領 域」(記 号や 技術 を使 い 自分 の思

いや願 い な ど内 面 を豊 か に表現す る と ともに思考操 作

や 外界 の認識 な どを表現 を通 して学 ぶ)、 「環境 探求領

域 」(環 境 と対話 し科 学 との対 し方 を身 につ け る一 方

で 自分 自身 の変容 の あ り方 をみつ め る)、 「数 理表現領

域 」(身 の回 りの 事物 ・現象 を数 量 と形 の観 点 で捉 え記

号を使 って処 理 ・表現す る)の4つ で あ る。幼 稚園 の

「総 合的 な遊 び」 か ら、 単元学 習(教 科枠 に とらわれ

ない 噺 学習」)を は じめ とす る小学校 の総合学 習 を経

て、 中学校 の教 科学 習 ・探 求学 習 ・生 活実 践課程 へ と

分化 してい く過 程 と学習経 験の 一貫性 を、 この4領 域

で整 理 してい る。

本 章 で 取 り上 げ た 事例 に共 通す る特 徴 は 次 の よ う

にま とめる こ とが でき よ う。 幼児 教育 カ リキュ ラムの

5領 域(健 康 、人 間関係 、環境 、言 葉 、表 現)と 、小 ・

中学校 の教 科カ リキュラ ム との一 貫性 をもたせ るた め

に、 よ り包 括的 な領域 を設 定す る。 しか も、そ の領 域

で形式 的 に幼小 をっ な ぐだ けで な く、 その観 点 か ら各

校種 が各 々のカ リキュラム の中身 を見 直す とい う手続

きが とられ てい る。 そ の際 、生活 全体 と してカ リキュ

ラムを捉 える幼稚 園 の領域 に合 わせ て 小 ・中学校 のカ

リキ}ラ ム概 念 を拡 張す る こ とで、 幼 稚 園 の生 活 と

小 ・中学 校 の生活 とをつな げ、生活 全体 を捉 え る視 点

と して領 域 を構 成 してい る。

5。 おわ りに

以上 、本稿 で は、幼小 で のカ リキュ ラムの接 続 を実

現す る方 法 を、交流 活動 を通 したカ リキ ュ ラム の生成 、

幼小 のな め らか な接 続 、カ リキ ュラム領域 の 再構成 の

三つの視 点 か ら検討 してきた。 幼小 でカ リキュ ラム の

接続 を図 る場合 、重 点 の置 き方 は各校 ご とで違 って も、

実 際に は、 これ ら三つ の方法 を何 らかの形 で関連付 け

なが ら実 践 が進 め られ てい る。 交 流活動 とい う点の レ

ベ ルで の具体 的な実 践 は、幼 小の 対話 と相互 理解 を実

現す る有 効 な方法 で あ り、接続 へ の取 り組 み の文化 的 、

人 間関係 的基盤 を準 備す るだ ろ う。 また 、接続 面に着

目 した取 り組 みは、 異校種 間 のシ ステム と文化 の違 い

に出会 う場面 であ り、 その ギャ ップを埋 め る挑 戦の 中

で 、教 師 た ちは、幼小 双 方の シス テム と文 化 を、さ ら

に は、幼小 とい う枠組 み 自体 を問い 直す手 が か りを得

るだ ろ う。 そ うした具 体 的な実 践経験 を積 み重ねな が

ら、 また、 それ らを有機 的 に関連 付 けなが ら、カ リキ

ュ ラムの領 域 のあ り方 を問 うこ とで、実践 の事実 に裏

打 ちされた 新た な教育 シ ステム が立 ち上 が ってい く と

考 え られ る。

この よ うに実践 方法 が着実 に蓄 積 され て い る一方 で 、

幼 小で のカ リキュ ラムの接続 を実現 してい くには未 だ

解 くべ き課題 も多 い。 特 に、幼小 一貫 カ リキ ュラム を

システ ム と して開発 してい くた めの、枠組 み や方法論

につい ては今 後 さ らに理論的 ・実 践的研 究 を進 めて い

く必要 があ る。 た とえ ば次の よ うな検討課 題 が考え ら

れ よ う。 一つ は、幼 稚園 に合 わせ てカ リキ ュラム概 念

を拡 張す る一 方で 、小学 校の教 科 の視点 か ら幼 稚園の

生活経 験 を見 直す こ とであ る。 た とえば 、幼稚 園での

生 活 の 中 に小 学校 の教 科 の 学び にっ な が る経 験内 容

(「学び の芽生 え」n)を 洞察 し、そ こで形 成 され てい

る前言 語 的 ・直観 的 ・操 作的 な認識 の質 を可視 化 ・組

織化 して い く取 り組 み が求 め られ る。

も う一つ は 、カ リキ ュラム領 域 の構成 方 法 におけ る

幼小 の根本 的 な違 い への 対応 であ る。 す なわ ち、子 ど

もの活 動 の広 が りと して機能 的 に規 定 され る 「領域 」

とい う枠組 み と、学 問的知識 の項 目 として 実体的 に規

定 され る 「教科」 とい う枠組 み との違 い に ど う対応 す

るか とい うこ とであ る。 この点 に関 しては 、近年、幼

稚 園 か ら小 学校低 学年 ま での子 どもを対 象 と した米 国

の教育 プ ログ ラムで あ る、 「プ ロジェ ク ト・スペ ク トラ

ム(ProjectSpectrum)」 の取 り組 みに学 び、 「教科」 と

「領域」 に代 わ る第 三の領域 構成 の あ り方 を探 る試 み

もな され てい る12。 これ ら二つ の課 題 に関 して、理論

的 ・実践 的 にア プ ロー チ してい くこ とを今後 の課題 と

した い。
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号 、2004年 を参 照。
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明 治 図書 、2004年 を も とに ま とめ た。

lo以 下の論述 は
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12山 内紀 幸
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